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要旨 

本稿の目的は、関西 2 府 8 県において、コロナ禍とその収束後におけるサービス消費の変容を、

Web アンケート調査を行い、関西居住者と関西来訪者の視点から分析したものである。ここでは、

本分析の主な結果を整理し、得られた含意を示す。 

 

1. 「居住者調査」の分析によれば、2020 年に比べ 23 年の関西居住者のサービス消費支出額は、

経済活動の再開とともに、調査対象の 9 費目すべてにおいて増加した。特に、「宿泊費」の増

加については、コロナ禍後のサービス利用の回復とともに、宿泊料の高騰が影響している。 

2. 自府県での消費支出割合はコロナ禍後の経済活動の再開に伴い低下する一方、県をまたぐ支出

割合が上昇した。特に、奈良県ではその傾向が著しい。 

3. 「来訪者調査」の分析によれば、コロナ禍収束後、宿泊を伴う来訪者は「宿泊費」以外のすべ

ての費目でコロナ禍より支出を減らしており、日帰りの来訪者の減少幅はさらに大きい。来訪

者の消費行動は居住者のそれと大きく異なるといえよう。 

4. 京都府にビジネスで来訪した人の支出額は、宿泊で増加しているが日帰りで減少している。一

方、プライベートの場合、宿泊・日帰りともにコロナ禍に比してその支出額は減少しているこ

とがわかった。 

5. この背景には、京都におけるインバウンドの急増(オーバーツーリズム)による国内観光客の減

少、宿泊料高騰等が影響していると推察される。これまで我々が指摘してきたことが、Web ア

ンケートの結果からも確認できた。 
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はじめに 

APIR は、関西地域間産業連関表の作成に際して、サービス消費の動態を Web アンケート調査か

ら得られた情報を用いて1、個人向けサービスに関する移出入推計の基礎資料として役立ててきた。

本稿では、2020 年関西地域間産業連関表の作成に向けて実施した Web アンケート調査で、2020

年と 23 年の両年について一定のサンプルに対して彼らの消費行動を質問し、コロナ禍と収束後の変

容を分析した2。 

本稿の展開は、以下のようになる。まず、1.と 2.においては、Web アンケート調査の目的と概要

を示す。3.では関西居住者の消費行動の変容を明らかにする。4.では関西来訪者の消費行動の変容

を明らかにする。最後の小括では調査結果の要約とそこから得られた含意を説明する。 

 

 

1. Web アンケート調査の目的 

2020 年はコロナ禍により人流に大きな制限がかかったため、サービス消費に大きな影響を及ぼし

たと考えられる。そこで、APIR では Web アンケート調査を実施し、コロナ禍が消費者行動にどの

ような変容を生じさせたかについて、2020 年、23 年の調査結果を比較しながら検証した。 

 

 

2. Web アンケート調査の実施概要 

2.1. 調査対象及びサンプルサイズ 

Web アンケート調査は 2024 年 11 月 11 日から 15 日にかけて実施された。具体的な調査内容

は、「関西地域内居住者調査」(以下、「居住者調査」)と「関西来訪者調査」(以下、「来訪者調

査」)からなる。「居住者調査」は関西 2 府 8 県3(以下、関西)の居住者を対象としており、関西及び

「その他地域」(11 地域)での 1 カ月当たりサービス消費支出額を調査したものである。一方、「来

訪者調査」は、関西外から関西への来訪者を対象としており、訪問 1 回あたり4に支出したサービス

消費額をきいたものである。 

なお、サンプルサイズについては、両調査ともに 2020 年、23 年各年 2,000 名を目途としたが、

「居住者調査」では 2,079 名、「来訪者調査」では 2,070 名から回答を得ることができた5。前者

は両年において関西に居住していた人を対象としており、すなわち、同一人物に対し各年の消費行

動についてきいているため、パネルデータとなる。一方、後者は当該年に関西に来訪した人を対象

 
1 府県間に跨るサービス消費を示す統計は皆無である。それを補うため、Web アンケート調査の結果を用いている。 
2 本調査の詳細については、アジア太平洋研究所(2025b)を参照。 

3 関西 2 府 8 県とは、福井県・三重県・滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県・鳥取県・徳島県を指す。 

4 訪問のパターンは宿泊と日帰りからなる。ただし、京都府、大阪府、兵庫県については来訪目的(ビジネス/プライベート)もきい

ている。 

5 なお、回答者の居住地、性別、年齢については参考図表 1、2 を参照。データ整理の詳細については、アジア太平洋研究所

(2025b)を参照のこと。 
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としており、20 年と 23 年のどちらか一方、または両年関西に来訪した人の消費行動についてきい

ている。すなわち、両年の回答者は完全には一致しないため、非パネルデータとなる。 

 

2.2. 調査費目 

両調査は共通のサービス消費支出費目を対象としており、その詳細は図表 2-1 に整理されている。 

 

図表 2-1: 調査費目 

 
出所：筆者作成 

 

なお、2024 年『家計調査報告』によれば、二人以上世帯における消費支出のうちサービス消費の

割合は、全国で 37.7%、関西で 38.6％である6。うち、サービス消費に占める本調査で取り扱う 9

つの調査費目の割合は、全国で 55.7%、関西で 57.6%となっている。 

本調査は、これらの費目を中心に、コロナ禍と収束後の期間における家計のサービス消費行動の

変容を確認するものである。 

 

 

3. 「居住者調査」による分析  

3.1. コロナ禍後の消費者行動の変容：2020/23年のパネルデータから 

【費目別支出額】 

図表 3-1 は、2020 年、23 年における 1 カ月当たりの平均支出額を費目ごとに示している。9 費

目すべてにおいて、コロナ禍からの回復により、23 年の支出額は 20 年を上回っている7。 

 
6 2024 年『家計調査年報』第 4-1 表「都市階級・地方・都道府県庁所在市別１世帯当たり支出金額、購入数量及び平均価格」よ

り算出。 

7 2023 年は経済活動が本格的に再開(需要拡大)される一方で、供給制約の高まりから消費者物価は上昇し始めた。23 年の消費者

物価総合指数(2020 年=100)は 105.6 となり、前年比+3.2%と 2 年連続の上昇で、32 年ぶりの上昇幅となった。うち、財は

111.1 に対して、サービスは 100.0 と 20 年と同水準であった。財貨に対して、サービス価格の回復は遅れているといえよう。

なお、本調査で扱う 9 費目に対応する品目の消費者物価指数(2023 年)をみると、「外食費」110.0、「電車代」102.9、「道

路旅客運賃」105.4、「医療費」98.4、「対個人サービス費」106.6、「社会教育施設利用費」107.4、「宿泊費」134.3、

「娯楽サービス費」104.5、「その他の個人向けサービス費」105.5 となる。「外食費」と「宿泊費」は大幅に上昇したが、

詳細

1 外食費 食堂、レストラン、喫茶店、居酒屋等の飲食店での支出

2 電車代

鉄道への支出(ただし、通勤・通学に要する費用や定期代も含む。「来訪者調査」

では、訪問府県内の移動に要する費用のみをきいており、訪問府県までの交通費

(新幹線代など)は含まないものとする。）

3 道路旅客運賃

バス・タクシーへの支出(ただし、通勤・通学に要する費用や定期代も含む。「来

訪者調査」では、訪問府県内の移動に要する費用のみをきいており、訪問府県ま

での交通費(高速バス料金など)は含まないものとする。)

4 医療費 病院・診療所等での支出(ただし、医薬品の支払い分は除く。)

5 対個人サービス費 理髪店・美容院、クリーニング、浴場・サウナ・エステ等での支出

6 社会教育施設利用費 博物館・動物園・水族館等への支出

7 宿泊費 ホテル、旅館等での支出(ただし、国内での旅行に限定。)

8 娯楽サービス費
スポーツ観戦、コンサート、映画、遊園地、パチンコ、麻雀、ゲームセンター、

競馬・競輪等への支出

9 その他の個人向けサービス費
上記以外の個人向けサービスへの支出 (例として、冠婚葬祭、学習塾・カル

チャーセンター・スポーツ教室、写真現像、日用品の修理代等)

調査費目
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2020 年の総支出額は 59,895 円である。費目ごとの支出額を降順にみれば、「外食費」(12,958

円)、「電車代」(9,706 円)、「対個人サービス費」(8,397 円)、「医療費」(8,305 円)、「宿泊費」

(6,583 円)と続く。23 年の総支出額は 76,099 円であり、「外食費」(16,004 円)、「医療費」

(12,492 円)、「電車代」(10,758 円)、「宿泊費」(10,430 円)、「対個人サービス費」(9,284 円)

と続く。特に「宿泊費」は大幅に増加しており、コロナ禍後のサービス利用の回復とともに8、宿泊

料高騰が主要因だと考えられる9。 

総支出額の増減率(2023/20)は+27.1%である。費目ごとの増減率を降順にみれば、「宿泊費」

(+58.4%)、「社会教育施設利用費」 (+51.8%)、「医療費」(+50.4%)、「道路旅客運賃」

(+27.9%)、「娯楽サービス費」(+24.3%)と続く。上位 3 位の増減率はいずれも＋50％を超える。 

総支出額の増加(+27.1%)への寄与が大きい費目をみれば、「医療費」(+7.0%ポイント)、「宿

泊費」(+6.4%ポイント)、「外食費」(+5.1%ポイント)、「娯楽サービス費」(+2.5%ポイント)、

「電車代」(+1.8%ポイント)と続く。一方、「社会教育施設利用費」は+51.8%と大幅増加してい

るが、支出額自体が少額であるため、寄与度は+0.7%ポイントにとどまる。 

 

図表 3-1 費目別支出額の変化 

 
注：表中の矢印は 2023/20 年の変化の方向を示す。 

出所：筆者作成 

 

なお、費目ごとの支出額を年齢層別にみると、若年層(15-24 歳)の総支出額は+65.8%増加し、

特に、「外食費」(+17.1%ポイント)、「電車代」(+11.6%ポイント)、「娯楽サービス費」

(+11.2%ポイント)がその増加に大きく寄与した。 

一方、中年層(25-59 歳)の総支出額は+31.3%増加し、大きく寄与した費目は「医療費」

(+8.8%ポイント)、「宿泊費」(+6.9%ポイント)、「外食費」(+5.9%ポイント)である。 

高年層(60-74 歳)の総支出額は+17.6%増加し、大きく寄与した費目は「宿泊費」(+5.9%ポイ

ント)、「医療費」(+5.2%ポイント)、「外食費」(+2.7%ポイント)となっている。 

 

「医療費」は小幅に低下している。詳細は参考図表 3 を参照。なお、9 費目の支出額の伸びと当該消費者物価指数の伸びを比較

すると、いずれも前者が後者を上回っている。すなわち、実質支出はこの間回復したことになる。 

8 コロナ禍の影響で外国人延べ宿泊者数は 2020 年に急減したが、23 年には 11,775 万人泊(関西：3,351 万人泊)とコロナ禍前

の水準(19 年：11,566 万人泊、うち、関西：3,374 万人泊)を上回った。それに加え、コロナ禍で減少していた国内観光も 23

年に回復し、延べ宿泊者数が 49,972 万人泊とコロナ禍前の水準(19 年：48,027 万人泊)を超えた。 

9 2023 年の消費者物価指数の宿泊料をみると、20 年に比べ+34.3%と２桁の伸びとなっている。 

0 5,000 10,000 15,000 20,000

外食費

電車代

道路旅客運賃

医療費

対個人サービス費

社会教育施設利用費

宿泊費

娯楽サービス費

その他の個人向けサービス費

(円)

2020

2023

支出費目 2020 2023
増減率

(23/20%)

寄与度

(%ポイント)

外食費 12,958 16,004 23.5 5.1

電車代 9,706 10,758 10.8 1.8

道路旅客運賃 1,276 1,632 27.9 0.6

医療費 8,305 12,492 50.4 7.0

対個人サービス費 8,397 9,284 10.6 1.5

社会教育施設利用費 817 1,240 51.8 0.7

宿泊費 6,583 10,430 58.4 6.4

娯楽サービス費 6,186 7,688 24.3 2.5

その他の個人向けサービス費 5,667 6,571 15.9 1.5

総支出額 59,895 76,099 27.1 27.1
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若年層では、「外食費」とともに「電車代」の増加が特に大きい。後者についてみれば、学生に

とって 2020 年はオンライン授業が中心であったが、23 年には対面授業に切り替えられた結果、通

学定期等の購入が増加したためだと考えられる。また、「医療費」の増加は中年層と高年層で最も

大きい。コロナの後遺症や高額医療の受診等が考えられるが、それ以外にも複雑な要因が背景にあ

る可能性が高い。 

 

【費目別支出割合】 

図表 3-2 は費目ごとの支出割合を 2020 年と 23 年で比較したものである。それを降順にみれば、

2020 年は「外食費」(21.6%)、「電車代」(16.2%)、「対個人サービス費」(14.0%)、「医療費」

(13.9%)、「宿泊費」(11.0%)と続く。23 年は「外食費」(21.0%)、「医療費」(16.4%)、「電

車代」(14.1%)、「宿泊費」(13.7%)、「対個人サービス費」(12.2%)となる。 

費目ごとのシェアの変化をみれば、シェアが拡大したものは「宿泊費」(+2.7%ポイント)、「医

療費」(+2.6%ポイント)、シェアが縮小したものは「電車代」(-2.1%ポイント)、「対個人サービ

ス費」(-1.9%ポイント)、「その他の個人向けサービス費」(-0.8%ポイント)、「外食費」(-0.6%

ポイント)と続く。ただし、「外食費」のシェアは小幅減少であるが、総支出額に占めるシェアは

21.0%と依然として最大であることに注意。 

 

図表 3-2 費目別支出割合とその変化 

 
注：表中の矢印は 2023/20 年の変化の方向を示す。 

出所：筆者作成 

 

総じて、関西内居住者のサービス消費支出額はコロナ禍後に増加しており(図表 3-1)、費目の割合

にも変化(図表 3-2)が生じていることが明らかになった。支出額増加の背景には 2 大要因があると考

えられる。1 つ目は、コロナ禍で控えていた外出や旅行等が 2023 年に回復し始め、サービス消費の

増加につながったことである。2 つ目は、原材料価格上昇や人手不足等によるコストの上昇によるサ

ービス費の高騰である10。 

 

 

 

 
10 参考図表 3 を参照。 

支出費目 2020 2023
増減幅

(%)

外食費 21.6 21.0 -0.6 

電車代 16.2 14.1 -2.1 

道路旅客運賃 2.1 2.1 0.0

医療費 13.9 16.4 2.6

対個人サービス費 14.0 12.2 -1.8 

社会教育施設利用費 1.4 1.6 0.3

宿泊費 11.0 13.7 2.7

娯楽サービス費 10.3 10.1 -0.2 

その他の個人向けサービス費 9.5 8.6 -0.8 

総支出額 100.0 100.0
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3.2. 費目別・地域別サービス消費支出割合 

他府県に跨るサービス消費を分析できることは本調査の特徴である。ここでは、関西について、

他府県に跨るサービス消費の支出パターンを確認する。紙幅の制約から、総支出額におけるシェア

が大きい「外食費」、「電車代」、「宿泊費」の 3 費目を取り上げる。なお、図表 3-3 から図表 3-

5 の 1 列目には回答者の居住府県が、また 1 行目には消費を行った府県が示されている。マトリッ

クスの対角線は居住府県(以下、自府県)における支出割合を示す。また、参考のため、各府県の当

該支出費目の金額を欄外に示した。 

 

（1）外食費 

図表 3-3 は最大のサービス消費支出費目である「外食費」を府県ごとにみたものである。2023 年

の支出額を降順に示せば、三重県、大阪府、兵庫県、鳥取県、京都府、奈良県、滋賀県、和歌山県、

徳島県、福井県となる。20 年に比べ、23 年の支出額は鳥取県(-107 円)を除くすべての府県で増加

した。 

 

図表 3-3 費目別・府県別サービス消費支出割合(外食費)

 
 

 
出所：筆者作成 

 

「外食費」の自府県における支出割合の平均は 2020 年 84.0%から 23 年 80.1%へと-3.9%ポイ

ント低下した。また、いずれの府県においても、経済活動の再開により自府県内での消費支出割合

を低下させ、県外で相対的に上昇させている。特に、低下幅が大きいのは、徳島県(-6.6%ポイン

ト)、奈良県(-5.9%ポイント)、三重県(-5.8%ポイント)、和歌山県(-5.7%ポイント)であり、5%

ポイント以上の低下となる。一方、相対的に低下幅が小さいのは、京都府(-1.5%ポイント)、大阪

府(-2.4%ポイント)、兵庫県(-2.5%ポイント)、鳥取県(-2.5%ポイント)である。 

2023年
→支出先割合（生産地域）

(%) 福井県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県 その他地域 支出額(円)

福井県 86.5 0.6 2.7 1.9 3.4 0.4 0.1 0.0 0.0 0.2 4.2 11,002

三重県 0.5 85.7 0.6 2.1 3.0 0.8 0.7 0.7 0.3 0.0 5.5 18,340

滋賀県 0.7 1.5 77.4 10.3 4.8 1.8 0.2 0.3 0.0 0.1 3.1 13,141

京都府 0.5 0.6 2.9 77.0 11.8 2.5 1.6 0.3 0.1 0.1 2.5 14,189

大阪府 0.4 0.9 0.9 4.6 83.7 4.0 1.6 1.2 0.1 0.2 2.5 17,630

兵庫県 0.2 0.3 0.4 2.2 15.5 76.7 0.4 1.0 0.9 0.1 2.5 17,046

奈良県 0.3 0.6 0.7 3.6 23.8 1.9 66.3 0.9 0.0 0.0 2.0 13,151

和歌山県 0.1 2.5 1.3 0.9 13.0 0.7 2.5 77.9 0.0 0.0 1.1 11,781

鳥取県 0.3 1.2 0.3 4.3 1.3 1.6 0.3 0.3 87.2 0.5 2.9 14,524

徳島県 0.0 0.0 0.0 0.5 6.6 1.0 0.2 0.4 0.1 82.7 8.4 11,628

→

需

要

地

域

2023年-20年

→支出先割合（生産地域）

(%) 福井県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県 その他地域 支出額(円)

福井県 -3.1 0.2 0.6 0.9 0.2 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.9 2,606

三重県 0.1 -5.8 0.1 1.3 1.3 0.4 0.0 0.1 0.3 0.0 2.0 2,228

滋賀県 -0.2 0.6 -3.2 0.3 0.6 1.4 0.0 0.1 0.0 0.1 0.3 2,571

京都府 0.0 -0.3 0.2 -1.5 0.2 0.9 0.1 0.0 0.1 0.1 0.4 3,100

大阪府 0.0 0.2 0.3 0.2 -2.4 0.5 0.0 0.2 0.0 0.1 1.0 3,103

兵庫県 0.1 0.0 0.1 0.0 0.6 -2.5 -0.3 0.5 0.2 0.1 1.3 4,347

奈良県 0.0 0.1 0.3 1.7 3.2 0.7 -5.9 -0.5 0.0 -0.1 0.4 2,077

和歌山県 0.1 1.8 0.0 0.4 0.7 0.4 1.9 -5.7 0.0 0.0 0.5 1,360

鳥取県 0.0 -0.1 0.0 2.2 0.5 1.2 0.0 0.0 -2.5 -2.5 1.4 -107

徳島県 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 -0.3 0.1 0.2 0.0 -6.6 5.7 2,175

→

需

要

地

域
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なかでも、2020 年奈良県の自府県支出割合は 72.1％と関西で最も低かったが、経済活動の正常

化により他府県への依存度を高めた結果、23 年にさらに低下し 66.3％となったことが特徴的であ

る。すなわち、奈良県民はこの間、大阪府(+3.2％ポイント)や京都府(+1.7%ポイント)への依存度

を高めている。 

それに対して、徳島県の自府県支出割合は両年(2020 年：89.3%、23 年：82.7%)ともに平均よ

りも高かったが、この間大きく低下し、低下幅(-6.6%ポイント)は奈良県よりも大きい。一方で、

「その他地域」での消費支出割合を上昇させた。四国に位置する徳島県は、地理的な関係で関西の

他府県より「その他地域」である香川県、高知県、愛媛県での支出を増やしている可能性が高いと

考えられる。 

 

（2）電車代 

図表 3-4 は 2 番目に大きい支出費目である「電車代」を府県ごとにみたものである。2023 年の

支出額を降順に示せば、奈良県、滋賀県、大阪府、兵庫県、京都府、和歌山県、福井県、三重県、

鳥取県、徳島県となる。20 年と比べ、23 年の支出額は奈良県(-1,486 円)を除くすべての府県で増

加している。もともと奈良県の支出額(14,641 円)は関西で最も高く、23 年に幾分低下したが、依

然関西の他府県に比して高い額となっている11。 

 

図表 3-4 費目別・府県別サービス消費支出割合(電車代) 

 
 

 
出所：筆者作成 

 

「電車代」の自府県における平均支出割合は 2020 年 65.2%から 23 年 59.3%に低下した。両

年で自府県支出割合を比較すると、低下幅が大きいのは徳島県(-18.5%ポイント)、福井県(-

 
11 なお、通勤や通学定期も「電車代」に含まれるため、奈良県で支出額が高い理由は他府県への通勤や通学が多いことが考えられ

る。 

2023年
→支出先割合（生産地域）

(%) 福井県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県 その他地域 支出額(円)

福井県 60.3 3.1 3.0 9.4 11.3 0.3 0.2 0.0 0.0 0.0 12.3 6,658

三重県 0.0 77.5 0.1 1.0 5.9 1.8 0.4 0.0 0.0 0.0 13.2 4,636

滋賀県 0.1 1.3 48.8 24.9 14.9 4.4 0.2 0.0 0.0 0.0 5.5 13,650

京都府 0.5 0.1 1.4 71.5 19.0 1.8 1.5 0.1 0.0 0.2 3.8 7,846

大阪府 0.1 0.4 0.6 5.2 82.2 4.6 1.5 0.7 0.1 0.2 4.5 13,284

兵庫県 0.1 0.1 0.4 2.3 21.8 69.9 1.5 0.3 0.2 0.0 3.3 11,398

奈良県 0.0 1.2 0.3 4.9 40.5 2.3 46.6 0.7 0.0 0.0 3.5 14,641

和歌山県 0.0 0.0 0.0 2.3 39.5 1.0 1.0 52.8 0.0 0.0 3.3 7,238

鳥取県 0.8 0.8 0.8 8.4 27.5 5.3 0.8 0.8 39.7 0.8 14.5 2,884

徳島県 0.0 0.0 0.1 1.5 24.6 6.5 1.0 1.1 5.0 43.9 16.5 974

→

需

要

地

域

→支出先割合（生産地域）

(%) 福井県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県 その他地域 支出額(円)

福井県 -13.3 1.3 -0.7 1.7 4.6 -0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 6.4 1,619

三重県 -0.4 -5.9 0.1 0.3 2.9 1.8 -1.7 0.0 0.0 0.0 3.0 912

滋賀県 0.1 -1.7 -2.9 -1.6 2.6 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 3,452

京都府 -0.6 0.1 0.4 -3.8 2.5 0.0 0.5 0.0 0.0 0.2 0.8 837

大阪府 0.0 -0.2 0.2 1.4 -4.2 0.6 0.4 0.1 0.0 0.1 1.7 1,228

兵庫県 0.0 0.0 0.2 0.1 0.7 -3.1 0.9 -0.1 0.2 0.0 1.2 1,107

奈良県 0.0 0.9 0.2 0.1 1.9 -1.2 -3.5 0.4 0.0 0.0 1.1 -1,486

和歌山県 0.0 0.0 0.0 0.3 -4.0 1.0 0.2 3.2 0.0 0.0 -0.7 273

鳥取県 -0.3 -0.3 -0.3 -3.8 4.1 0.9 -0.3 -0.3 -7.0 -0.3 7.8 323

徳島県 0.0 0.0 0.0 0.3 12.8 -1.8 -0.2 -0.7 5.0 -18.5 3.0 280

→

需

要

地

域
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13.3%ポイント)であり、いずれも大阪府への支出割合を上昇させている。一方、和歌山県の自県へ

の支出が+3.2%ポイント上昇し、大阪府の支出を低下(-4.0%ポイント)させたのが特徴的である。

その背景には、自府県での通勤、通学の増加以外に、コロナ禍後の観光の回復も要因と考えられ

る。 

 

（3）宿泊費 

図表 3-5 は支出額が大きく増加した「宿泊費」を府県ごとにみたものである。2023 年の支出額を

降順に示せば、では大阪府、和歌山県、兵庫県、三重県、鳥取県、奈良県、徳島県、滋賀県、京都

府、福井県となる。20 年と比べ、すべての府県において「宿泊費」が増加している。 

「宿泊費」の自府県における平均支出割合は 2020 年 31.7%から 23 年 27.6%に低下した。鳥取

県(+5.1%ポイント)を除くすべての府県で支出割合を減らしている。また、その多くは「その他地

域」への支出割合を増加させていることが確認できる。両年の自府県における支出割合を比較する

と、低下幅が大きいのは福井県(-13.9%ポイント)、徳島県(-9.7%ポイント)、滋賀県(-9.6%ポイ

ント)であり、いずれも「その他地域」の支出割合を拡大させている。一方、鳥取県は唯一自府県支

出割合を増加(+5.1%ポイント)させた県である。更に、鳥取県民は京都府(+5.3%ポイント)や兵庫

県(+4.0%ポイント)への支出割合を大きく上昇させる一方、大阪府への支出を-14.9%ポイント低

下させた。また、「その他地域」の支出割合も小幅上昇にとどまることから、関西の比較的近場で

の宿泊旅行が中心となっていることが背景にあると考えられる。 

 

図表 3-5 費目別・府県別サービス消費支出割合(宿泊費) 

 
 

 
出所：筆者作成 

  

2023年
→支出先割合（生産地域）

(%) 福井県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県 その他地域 支出額(円)

福井県 27.1 0.6 2.1 14.3 12.6 4.4 1.9 0.0 0.0 1.5 35.6 6,589

三重県 4.4 39.3 3.9 6.7 7.5 3.8 0.6 3.7 0.4 0.0 29.7 8,620

滋賀県 1.7 12.2 19.2 6.3 5.8 11.7 0.2 0.8 0.0 0.5 41.7 7,873

京都府 1.6 5.1 2.3 24.0 10.9 1.9 0.7 2.7 1.5 1.1 48.1 7,061

大阪府 2.0 5.4 1.9 6.2 21.6 8.2 1.1 6.4 1.1 0.5 45.6 13,433

兵庫県 1.6 2.2 1.1 5.3 9.8 33.8 1.1 4.0 0.8 0.8 39.4 10,003

奈良県 5.9 7.3 2.5 7.3 11.2 8.5 8.8 7.8 1.0 0.6 39.0 7,942

和歌山県 3.0 12.7 3.9 1.2 9.4 6.5 0.0 36.7 0.0 0.0 26.5 10,840

鳥取県 0.0 1.7 0.0 13.0 18.1 4.0 0.0 0.0 27.1 1.1 35.0 8,547

徳島県 0.0 0.3 0.0 1.4 20.4 5.2 0.7 0.9 0.0 37.9 33.1 7,883

→

需

要

地

域

2023年-20年

→支出先割合（生産地域）

(%) 福井県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県 その他地域 支出額(円)

福井県 -13.9 -0.3 -4.8 5.2 1.3 4.4 1.9 0.0 0.0 -3.1 9.2 2,998

三重県 3.8 -7.1 3.8 -1.3 2.4 3.8 -2.4 0.6 0.4 0.0 -3.9 2,780

滋賀県 -5.4 -1.9 -9.6 0.7 0.2 8.0 -2.8 0.8 0.0 0.5 9.5 1,698

京都府 -2.6 1.7 1.1 -6.2 -1.0 -2.5 0.5 -0.8 0.7 1.0 8.1 2,488

大阪府 -0.6 0.5 -0.8 -3.3 -4.1 0.5 0.1 1.4 0.4 0.1 5.8 5,042

兵庫県 -0.6 -0.5 -0.4 1.5 -2.5 -5.6 0.0 1.0 -0.9 0.3 7.7 3,787

奈良県 2.8 4.5 0.6 5.3 -3.5 -0.3 -7.8 2.3 -1.8 0.6 -2.6 3,940

和歌山県 3.0 -1.1 -1.6 -2.2 -3.4 4.8 0.0 -4.0 0.0 0.0 4.4 3,120

鳥取県 0.0 -1.6 0.0 5.3 -14.9 4.0 0.0 0.0 5.1 1.1 1.0 2,337

徳島県 0.0 -0.6 0.0 0.4 -10.5 2.9 -0.3 -0.1 0.0 -9.7 17.9 4,291

→

需

要

地

域
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4. 「来訪者調査」による分析 

4.1. コロナ禍後の消費者行動の変容：2020/23年の非パネルデータから 

（1）宿泊を伴うケース 

【費目別支出額】 

図表 4-1 は、宿泊を伴う関西への来訪者が訪問 1 回当たりの平均支出額を費目ごとに示したもの

である。ただし、「宿泊費」は 1 泊当たりの支出額とする。支出額をみると、「宿泊費」以外のす

べての費目において、2023 年は 20 年を下回っている。 

費目ごとの支出額を降順にみれば、2020 年では「外食費」(25,628 円)、「宿泊費」(18,351 円)、

「電車代」(10,026 円)となっている。23 年では「外食費」(23,716 円)、「宿泊費」(20,244 円)、

「電車代」(9,201 円)と続く。 

総支出額の増減率(2023/20)は-8.3%である。うち、「宿泊費」は増加(+10.3%)だが、「その

他の個人向けサービス費」(-35.8%)、「医療費」(-32.9%)、「対個人サービス費」(-32.4%)は

30％以上の大幅減少である。関西への来訪者はコロナ禍を経て、一層サービス消費支出を削減して

いることが明らかになった。 

総支出額の減少(-8.3%)に寄与した費目をみれば、「外食費」(-2.4%ポイント)、「医療費」(-

1.8%ポイント)、「娯楽サービス費」(-1.7%ポイント)、「その他の個人向けサービス費」(-1.7%

ポイント)となる。なお、「宿泊費」のみが+2.4%ポイントとプラスに寄与している。 

 

図表 4-1 費目別支出額の変化(宿泊を伴うケース) 

 
注：表中の矢印は 2023/20 年の変化の方向を示す。 

出所：筆者作成 

 

なお、支出額を年齢層別にみると、若年層(15-24 歳)では、総支出額が-7.6%減少している。う

ち、「宿泊費」(+5.6%ポイント)、「対個人サービス費」(+4.5%ポイント)、「道路旅客運賃」

(+2.8%ポイント)はプラスに寄与している一方で、「医療費」(-12.0%ポイント)、「外食費」(-

6.4%ポイント)はマイナスに寄与している。 

中年層(25-59 歳)では、総支出額が-11.9%減少した。うち、「宿泊費」(+2.1%ポイント)のみ

がプラス寄与だが、「娯楽サービス費」(-2.6%ポイント)、「対個人サービス費」(-2.5%ポイン

ト)、「医療費」(-2.4%ポイント)、「その他の個人向けサービス費」(-2.4%ポイント)はいずれも

マイナスに寄与している。 

0 10,000 20,000 30,000

外食費

電車代

道路旅客運賃

医療費

対個人サービス費

社会教育施設利用費

宿泊費

娯楽サービス費

その他の個人向けサービス費

(円)

2020

2023

支出費目 2020 2023
増減率

(23/20%)

寄与度

(%ポイント)

外食費 25,628 23,716 -7.5 -2.4 

電車代 10,026 9,201 -8.2 -1.0 

道路旅客運賃 4,951 4,376 -11.6 -0.7 

医療費 4,286 2,876 -32.9 -1.8 

対個人サービス費 2,338 1,581 -32.4 -1.0 

社会教育施設利用費 3,589 3,261 -9.1 -0.4 

宿泊費 18,351 20,244 10.3 2.4

娯楽サービス費 6,096 4,787 -21.5 -1.7 

その他の個人向けサービス費 3,697 2,375 -35.8 -1.7 

総支出額 78,963 72,417 -8.3 -8.3 
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高年層(60-74 歳)では、総支出額が-6.8%減少した。うち、「宿泊費」(+3.2%ポイント)はプラ

スに寄与したが、「外食費」(-7.7%ポイント)、「その他の個人向けサービス費」(-1.1%ポイン

ト)、「娯楽サービス費」(-0.7%ポイント)がマイナスに寄与している。 

いずれの年齢層においても、「宿泊費」の上昇がみられるが、若年層の場合は+51.4%と、他の

年齢層の増加幅(中年層：+9.6％、高年層：+11.3％)に比して大きい。さらに、「道路旅客運賃」

(+37.6%)と「対個人サービス費」(+88.6%)も大幅に増加している。この背景には、コロナ禍収

束後に個人旅行や部活、サークルの旅行が再開され、宿泊旅行及び関連費目が増加したことが主要

因だと考えられる。一方、中年層では総支出額の減少幅は高年層のそれを上回っている。また、

「宿泊費」と「外食費」以外のすべての費目で 2 桁台の大幅減少となっている。 

 

【費目別支出割合】 

図表 4-2 は、宿泊を伴う来訪者の費目ごとの支出割合を 2020 年と 23 年で比較したものである。 

費目ごとのシェアを降順にみれば、2020 年は「外食費」(32.5%)、「宿泊費」(23.2%)、「電

車代」(12.7%)と続く。23 年は 20 年から大きな変化がなく、「外食費」(32.7%)、「宿泊費」

(28.0%)、「電車代」(12.7%)となる。 

費目ごとのシェアの変化をみれば、シェアが拡大したものは「宿泊費」(+4.7%ポイント)、「外

食費」(+0.3%ポイント)、シェアが縮小したものは「医療費」(-1.5%ポイント)、「その他の個人

向けサービス費」(-1.4%ポイント)、「娯楽サービス費」(-1.1%ポイント)、「対個人サービス費」

(-0.8%ポイント)と続く。 

 

図表 4-2 費目別支出割合の変化(宿泊を伴うケース) 

 
注：表中の矢印は 2023/20 年の変化の方向を示す。 

出所：筆者作成 

 

（2）日帰りのケース 

【費目別支出額】 

図表 4-3 は、日帰りの来訪者の訪問 1 回当たりの平均支出額を費目ごとに示したものである。支

出額をみると、経済活動が再開されたにもかかわらず、2023 年の支出額はすべての費目において、

20 年を下回っている。 

支出費目 2020 2023
増減幅

(%)

外食費 32.5 32.7 0.3

電車代 12.7 12.7 0.0

道路旅客運賃 6.3 6.0 -0.2 

医療費 5.4 4.0 -1.5 

対個人サービス費 3.0 2.2 -0.8 

社会教育施設利用費 4.5 4.5 -0.0 

宿泊費 23.2 28.0 4.7

娯楽サービス費 7.7 6.6 -1.1 

その他の個人向けサービス費 4.7 3.3 -1.4 

総支出額 100.0 100.0
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費目ごとの支出額を降順にみれば、2020 年では「外食費」(11,071 円)、「電車代」(6,864 円)、

「娯楽サービス費」(5,437 円)となっている。23 年では「外食費」(9,666 円)、「電車代」(6,222

円)、「娯楽サービス費」(3,794 円)と続く。 

総支出額の増減率(2023/20)は-33.6%である。具体的にみると、「医療費」(-61.7%)、「その

他の個人向けサービス費」(-57.6%)、「対個人サービス費」(-56.1%)が大幅減少し、支出額が半

分以上に減少した。 

総支出額の減少(-33.6%)に寄与した費目をみれば、「その他の個人向けサービス費」(-6.3%ポ

イント)、「道路旅客運賃」(-5.4%ポイント)、「対個人サービス費」(-4.9%ポイント)、「医療費」

(-4.5%ポイント)となる。 

 

図表 4-3 費目別支出額の変化(日帰りのケース) 

 
注：表中の矢印は 2023/20 年の変化の方向を示す。 

出所：筆者作成 

 

なお、費目ごとの支出額を年齢層別にみると、若年層(15-24 歳)の総支出額は-40.5%減少し、

「対個人サービス費」(+3.9%ポイント)、「娯楽サービス費」(+3.7%ポイント)はプラスに大きく

寄与する一方、「道路旅客運賃」(-12.4%ポイント)、「その他の個人向けサービス費」(-9.7%ポ

イント)、「外食費」(-9.4%ポイント)がマイナスに大きく寄与している。 

中年層(25-59 歳)の総支出額は-42.0%減少し、「対個人サービス費」(-7.2%ポイント)、「その

他の個人向けサービス費」(-7.2%ポイント)、「道路旅客運賃」(-6.6%ポイント)、「娯楽サービ

ス費」(-5.8%ポイント)をはじめとして、すべての費目がマイナスに寄与している。 

一方、高年層(60-74 歳)の総支出額は-0.3%とわずかな減少にとどまる。「電車代」(+3.4%ポ

イント)、「道路旅客運賃」(+2.7%ポイント)がプラスに、「外食費」(-2.5%ポイント)、「その

他の個人向けサービス費」(-1.4%ポイント)、「娯楽サービス費」(-1.2%ポイント)、「医療費」

(-1.2%ポイント)がマイナスに寄与し、相殺され総支出額は小幅の減少にとどまった。 

高年層の総支出額の減少幅が圧倒的に小さい。費目でみると、「電車代」や「道路旅客運賃」が

大幅に増加していることが特徴的である。コロナ禍後に、日帰りを中心とした相対的に安価な旅行

を増加させたと考えられる。一方で、中年層はすべての費目で支出額を削減している。中年層はイ

ンフレが進行するなか、節約志向に走っている可能性が考えられる。 
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外食費 11,071 9,666 -12.7 -3.2 

電車代 6,864 6,222 -9.4 -1.5 

道路旅客運賃 4,812 2,416 -49.8 -5.4 

医療費 3,235 1,238 -61.7 -4.5 

対個人サービス費 3,878 1,701 -56.1 -4.9 

社会教育施設利用費 3,977 2,184 -45.1 -4.1 

宿泊費 - - - -

娯楽サービス費 5,437 3,794 -30.2 -3.7 

その他の個人向けサービス費 4,824 2,048 -57.6 -6.3 

総支出額 44,098 29,268 -33.6 -33.6 
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【費目別支出割合】 

図表 4-4 は関西全体での費目ごとの支出割合を 2020 年と 23 年で比較したものである。 

費目ごとのシェアを降順にみれば、2020 年は「外食費」(25.1%)、「電車代」(15.6%)、「娯

楽サービス費」(12.3%)と続く。23 年は「外食費」(33.0%)、「電車代」(21.3%)、「娯楽サー

ビス費」(13.0%)となる。 

費目ごとのシェアの変化をみれば、シェアが拡大したものは「外食費」(+7.9%ポイント)、「電

車代」(+5.7%ポイント)、シェアが縮小したものは「その他の個人向けサービス費」(-3.9%ポイ

ント)、「医療費」(-3.1%ポイント)、「対個人サービス費」(-3.0%ポイント)、「道路旅客運賃」

(-2.7%ポイント)と続く。 

 

図表 4-4 費目別支出割合の変化(日帰りのケース) 

 
注：表中の矢印は 2023/20 年の変化の方向を示す。 

出所：筆者作成 

 

4.2. 費目別・地域別サービス消費支出 

ここでは、関西において経済規模が大きい大阪府、京都府への来訪を取り上げ、その支出構造を

分析する。特に、大阪府、京都府への来訪者の来訪目的をビジネス・プライベートに分けて調査を

行ったため、来訪目的ごとにより詳細な支出構造分析が可能である。なお、関西各府県における費

目ごとのサービス消費支出構造は参考図表 4(宿泊を伴うケース)、参考図表 5(日帰りのケース)を参

照のこと。 

 

（1）大阪府 

【宿泊を伴うケース】 

図表 4-5 は、大阪府で宿泊を伴う来訪者の費目ごとの支出額を示しており、「外食費」と「宿泊

費」が主要な支出費目となっている。2020 年に比べ、23 年の総支出額は+6.8%増加し、「外食

費」(+4.3%ポイント)と「宿泊費」(+3.5%ポイント)がその増加に寄与した。特に、ビジネス出張

での当該費目の支出額増加が大きい。 

ビジネス出張での総支出額は+62.3%と大幅増加し、「外食費」(+20.6%ポイント)、「対個人

サービス費」(+14.9%ポイント)、「宿泊費」(+10.6%ポイント)が大きく寄与した。それ以外の

費目での支出額の増加は小幅にとどまる。一方で、プライベート旅行での総支出額は-4.8%と小幅
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減少し、「宿泊費」(+2.1%ポイント)は増加したものの、「医療費」(-4.4%ポイント)、「道路旅

客運賃」(-2.5%ポイント)、「対個人サービス費」(-1.7%ポイント)は減少に寄与した。なお、コ

ロナ禍後の「医療費」の減少は、重症により府県を跨いで大病院に受診するケースの減少や、そも

そもの受診回数の減少が背景にある可能性が高い。 

総じて、大阪府で宿泊を伴う来訪者のプライベート旅行での支出額は 2020 年、23 年でほぼ同額

であるのに対し、ビジネス出張での支出額が 23 年で大きく増加した。大阪府は多くの産業があり、

コロナ禍後のビジネス出張の増加は容易に想像できる。また、物価上昇に加え、出張先での外食、

更に長期滞在によるクリーニング等の利用で「対個人サービス費」も大幅に増加したことが背景に

あると考えられる。 

 

図表 4-5 費目別の支出額の変化(大阪府：宿泊を伴うケース) 

 
 

ビジネス                                                  プライベート 

 

注：表中の矢印は 2023/20 年の変化の方向を示す。 

出所：筆者作成 

 

【日帰りのケース】 

図表 4-6 は、大阪府で日帰りの来訪者の費目ごとの支出額を示している。2020 年と比べ、23 年

の総支出額は+21.6%増加し、「対個人サービス費」(+7.1%ポイント)と「外食費」(+7.0%ポイ

ント)がその増加に大きく寄与した。 

ビジネス出張での総支出額は+33.0%と大幅増加し、「娯楽サービス費」(+8.0%ポイント)、

「道路旅客運賃」(+5.7%ポイント)、「対個人サービス費」(+4.9%ポイント)が大きく寄与した。
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プライベート旅行での総支出額も+17.5%増加し、「外食費」(+8.2%ポイント)、「対個人サービ

ス費」(+7.9%ポイント)がその増加に大きく寄与した。 

大阪府への日帰りの来訪者は、ビジネス出張、プライベート旅行どちらにおいても支出額が増加

しており、コロナ禍から大阪府への日帰り訪問が回復していると考えられる。特に、プライベート

旅行の「電車代」が小幅減少し、「外食費」や「対個人サービス費」、「道路旅客運賃」が増加し

ていることから、関西以外の近隣府県から車で来訪し、そのままドライブ観光による旅行が中心と

なっている可能性を示唆している。 

 

図表 4-6 費目別の支出額の変化(大阪府：日帰りのケース) 

 
 

ビジネス                                                   プライベート 

 

注：表中の矢印は 2023/20 年の変化の方向を示す。 

出所：筆者作成 

 

（2）京都府 

【宿泊を伴うケース】 

図表 4-7 は、京都府で宿泊を伴う来訪者の費目ごとの支出額を示している。2020 年と比べ、23

年の総支出額は-3.0%減少している。うち、「宿泊費」(+2.4%ポイント)、「医療費」(+1.7%ポ

イント)、「道路旅客運賃」(+1.4%ポイント)は増加だが、「娯楽サービス費」(-2.9%ポイント)

と「外食費」(-1.8%ポイント)等が減少しており、総支出額の減少に寄与した。なお、「宿泊費」

はビジネス出張での支出額が大幅に増加したためである。 

ビジネス出張での総支出額は+79.1%と大幅増加し、「医療費」(+19.9%ポイント)、「宿泊

費」(+17.9%ポイント)、「道路旅客運賃」(+15.3%ポイント)が大きく寄与した。一方で、プラ
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イベート旅行ですべての費目において減少し、総支出額は-22.3%減少した。特に、「娯楽サービス

費」(-4.4%ポイント)、「外食費」(-3.3%ポイント)がその減少に寄与した。 

京都府で宿泊を伴う来訪者は、ビジネス出張で宿泊料の高騰が影響し、支出額が大幅に増加する

一方、プライベート旅行では減少している。ビジネス出張での支出額増は、出張等がコロナ禍前の

状態に回復しているためだと考えられる。しかし、プライベート旅行での支出減は、インバウンド

の増加により京都観光が減っていることを示唆している。京都府の主要観光地において、インバウ

ンドの増加による混雑等のオーバーツーリズム問題が多発し、国内での旅行先として京都を選べな

くなっていることが背景にあると考えられる。 

 

図表 4-7 費目別の支出額の変化(京都府：宿泊を伴うケース) 

 
 

ビジネス                                                   プライベート 

 

注：表中の矢印は 2023/20 年の変化の方向を示す。 

出所：筆者作成 

 

【日帰りのケース】 

図表 4-8 は、京都府で日帰りの来訪者の費目ごとの支出額を示している。2020 年と比べ、23 年

の総支出額は-40.0%、2 万円弱減少した。すべての費目において支出額が減少しているが、中でも
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40.2%減少した。「社会教育施設利用費」(+0.9%ポイント)のみが増加し、「道路旅客運賃」(-

11.7%ポイント)、「対個人サービス費」(-6.7%ポイント)、「外食費」(-6.5%ポイント)等が減少

した。 

京都府での日帰りビジネス出張はコロナ禍よりも支出額が減少していることから、そもそも京都

府への出張回数が減少したことが考えられる。プライベート旅行の支出額減は、宿泊を伴うケース

と同様に、オーバーツーリズム等の問題から京都府への旅行回数が減少したことが大きな要因だと

考えられる。 

 

図表 4-8 費目別の支出額の変化(京都府：日帰りのケース) 

 
 

ビジネス                                                 プライベート 

 
注：表中の矢印は 2023/20 年の変化の方向を示す。 

出所：筆者作成 
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外食費 13,225 11,299 -14.6 -3.8 

電車代 9,338 9,048 -3.1 -0.6 

道路旅客運賃 7,201 1,974 -72.6 -10.3 

医療費 3,746 788 -79.0 -5.8 

対個人サービス費 5,757 969 -83.2 -9.4 
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宿泊費 - - - -

娯楽サービス費 5,347 2,941 -45.0 -4.7 
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小括 

これまでの分析から主な結果を整理し、そこから得られた含意は以下のようになる。 

 

1. 「居住者調査」の分析によれば、2020 年に比べ 23 年の関西居住者のサービス消費支出額は、

経済活動の再開とともに、調査対象の 9 費目すべてにおいて増加した。なかでも、「宿泊

費」、「医療費」、「外食費」の増加が大きい。特に、「宿泊費」の増加については、コロナ

禍後のサービス利用の回復とともに、宿泊料の高騰が影響している。 

2. 年齢層別にみると、若年層(15-24 歳)では外出及びレジャー関連の支出額が大幅増加し、結

果、総支出額は+65.8%増加した。一方、中年層(25-59 歳)では+31.3%にとどまっており、

高年層(60-74 歳)では+17.6%とさらに小さく、いずれも若年層の伸びを下回る。 

3. 自府県での消費支出割合はコロナ禍後の経済活動の再開に伴い低下する一方、県をまたぐ支出

割合が上昇した。特に、奈良県ではその傾向が著しい。コロナ禍においても自府県消費支出割

合は 72.1％と関西で最も低かった。23 年には経済活動の正常化により、大阪府や京都府での

支出割合を高めた結果、66.3％へと一層低下したのは印象的である。 

4. 「来訪者調査」の分析によれば、コロナ禍収束後、宿泊を伴う来訪者は「宿泊費」以外のすべ

ての費目でコロナ禍より支出を減らしており、その減少幅は-8.3%である。日帰りの来訪者も

すべての費目で支出を減少させており、その減少幅は-33.6%とさらに大きい。来訪者の消費行

動は居住者のそれと大きく異なる。 

5. 年齢層別にみると、すべての年齢層において、総支出額が減少している。宿泊を伴う場合の支

出額の減少幅は、若年層で-7.6%、中年層で-11.9%、高年層で-6.8%である。日帰りの場合

はそれぞれ-40.5%、-42.0%、-0.3%となる。なかでも、中年層の減少幅が一番大きい。 

6. 最後に、大阪府と京都府への来訪者に着目し、その支出構造をみれば、大阪府にビジネスで来

訪した人の支出額は、宿泊・日帰りに関わらず増加しているのに対し、京都府の場合は宿泊で

増加しているが、日帰りで減少している。一方、プライベートでの支出額についてみれば、京

都府では宿泊・日帰りともにコロナ禍に比して減少していることがわかった。 

 

総じて、関西内居住者のサービス消費支出はコロナ禍から回復したが、関西来訪者の支出はコロ

ナ禍時点よりも減少していることが分かった。特に、京都府へのプライベートでの来訪が減少して

おり、この背景には、インバウンドの急増によるオーバーツーリズムからの国内観光客の減少と京

都における宿泊料高騰の影響が推察される。このことは、稲田・野村(2025)で指摘した現象が京都

府で起こっていることを Web アンケートの結果からも確認できたことである。 
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参考図表  

参考図表 1 関西居住者の属性 

 
出所：筆者作成 

  

居住地・年齢・性別 人数 (%) 居住地・年齢・性別 人数 (%)

【福井県】男性_15-74歳 32 1.5 【兵庫県】男性_15-24歳 30 1.4

【福井県】女性_15-74歳 32 1.5 【兵庫県】男性_25-59歳 134 6.4

【三重県】男性_15-74歳 76 3.7 【兵庫県】男性_60-74歳 60 2.9

【三重県】女性_15-74歳 75 3.6 【兵庫県】女性_15-24歳 30 1.4

【滋賀県】男性_15-24歳 10 0.5 【兵庫県】女性_25-59歳 140 6.7

【滋賀県】男性_25-59歳 38 1.8 【兵庫県】女性_60-74歳 67 3.2

【滋賀県】男性_60-74歳 16 0.8 【奈良県】男性_15-24歳 8 0.4

【滋賀県】女性_15-24歳 9 0.4 【奈良県】男性_25-59歳 30 1.4

【滋賀県】女性_25-59歳 36 1.7 【奈良県】男性_60-74歳 16 0.8

【滋賀県】女性_60-74歳 17 0.8 【奈良県】女性_15-24歳 8 0.4

【京都府】男性_15-24歳 17 0.8 【奈良県】女性_25-59歳 33 1.6

【京都府】男性_25-59歳 63 3.0 【奈良県】女性_60-74歳 18 0.9

【京都府】男性_60-74歳 28 1.3 【和歌山県】男性_15-24歳 5 0.2

【京都府】女性_15-24歳 17 0.8 【和歌山県】男性_25-59歳 22 1.1

【京都府】女性_25-59歳 65 3.1 【和歌山県】男性_60-74歳 12 0.6

【京都府】女性_60-74歳 31 1.5 【和歌山県】女性_15-24歳 5 0.2

【大阪府】男性_15-24歳 53 2.5 【和歌山県】女性_25-59歳 22 1.1

【大阪府】男性_25-59歳 230 11.1 【和歌山県】女性_60-74歳 13 0.6

【大阪府】男性_60-74歳 89 4.3 【鳥取県】男性_15-74歳 23 1.1

【大阪府】女性_15-24歳 52 2.5 【鳥取県】女性_15-74歳 23 1.1

【大阪府】女性_25-59歳 235 11.3 【徳島県】男性_15-74歳 30 1.4

【大阪府】女性_60-74歳 99 4.8 【徳島県】女性_15-74歳 30 1.4

全体 2079 100.0
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参考図表 2 関西来訪者の属性 

 
出所：筆者作成 

 

参考図表 3 調査費目の対応消費者物価指数 

 
出所：総務省「消費者物価指数」のデータをもとに筆者作成 

  

訪問年・訪問先・来訪目的・宿泊形態 人数 (％) 訪問年・訪問先・来訪目的・宿泊形態 人数 (％)

【2020年_大阪府】ビジネス_日帰り 50 2.4 【2023年_大阪府】ビジネス_日帰り 50 2.4

【2020年_大阪府】ビジネス_宿泊 75 3.6 【2023年_大阪府】ビジネス_宿泊 75 3.6

【2020年_大阪府】プライベート_日帰り 124 6.0 【2023年_大阪府】プライベート_日帰り 124 6.0

【2020年_大阪府】プライベート_宿泊 165 8.0 【2023年_大阪府】プライベート_宿泊 165 8.0

【2020年_京都府】ビジネス_日帰り 33 1.6 【2023年_京都府】ビジネス_日帰り 33 1.6

【2020年_京都府】ビジネス_宿泊 50 2.4 【2023年_京都府】ビジネス_宿泊 50 2.4

【2020年_京都府】プライベート_日帰り 83 4.0 【2023年_京都府】プライベート_日帰り 83 4.0

【2020年_京都府】プライベート_宿泊 165 8.0 【2023年_京都府】プライベート_宿泊 165 8.0

【2020年_兵庫県】ビジネス_日帰り 33 1.6 【2023年_兵庫県】ビジネス_日帰り 33 1.6

【2020年_兵庫県】ビジネス_宿泊 50 2.4 【2023年_兵庫県】ビジネス_宿泊 50 2.4

【2020年_兵庫県】プライベート_日帰り 83 4.0 【2023年_兵庫県】プライベート_日帰り 83 4.0

【2020年_兵庫県】プライベート_宿泊 145 7.0 【2023年_兵庫県】プライベート_宿泊 145 7.0

【2020年_滋賀県】宿泊 128 6.2 【2023年_滋賀県】宿泊 128 6.2

【2020年_滋賀県】日帰り 79 3.8 【2023年_滋賀県】日帰り 79 3.8

【2020年_奈良県】宿泊 149 7.2 【2023年_奈良県】宿泊 149 7.2

【2020年_奈良県】日帰り 58 2.8 【2023年_奈良県】日帰り 58 2.8

【2020年_和歌山県】宿泊 103 5.0 【2023年_和歌山県】宿泊 103 5.0

【2020年_和歌山県】日帰り 33 1.6 【2023年_和歌山県】日帰り 33 1.6

【2020年_福井県】宿泊 87 4.2 【2023年_福井県】宿泊 87 4.2

【2020年_福井県】日帰り 58 2.8 【2023年_福井県】日帰り 58 2.8

【2020年_鳥取県】宿泊 66 3.2 【2023年_鳥取県】宿泊 66 3.2

【2020年_鳥取県】日帰り 46 2.2 【2023年_鳥取県】日帰り 46 2.2

【2020年_徳島県】宿泊 62 3.0 【2023年_徳島県】宿泊 62 3.0

【2020年_徳島県】日帰り 33 1.6 【2023年_徳島県】日帰り 33 1.6

【2020年_三重県】宿泊 66 3.2 【2023年_三重県】宿泊 66 3.2

【2020年_三重県】日帰り 46 2.2 【2023年_三重県】日帰り 46 2.2

全体(2020年時点) 2070 80.0 全体(2023年時点) 2070 80.0

2023年2020年

支出費目 CPI対応品目
2023年CPI

(2020=100)

増減率

(23/20%)
費目CPI

外食費 一般外食 110.0 10.0 110.0

鉄道運賃(JR) 101.3 1.3

鉄道運賃(JR以外) 104.4 4.4

一般路線バス代 103.6 3.6

高速バス代 105.0 5.0

タクシー代 107.5 7.5

医療費 保健医療サービス 98.4 -1.6 98.4

理美容サービス 103.4 3.4

被服関連サービス 109.7 9.7

社会教育施設利用費 文化施設入場料 107.4 7.4 107.4

宿泊費 宿泊料 134.3 34.3 134.3

映画観覧料 102.6 2.6

演劇観覧料 102.8 2.8

サッカー観覧料 99.5 -0.5 

プロ野球観覧料 105.5 5.5

ゴルフ練習料金 102.3 2.3

ゴルフプレー料金 106.6 6.6

ボウリングゲーム代 105.3 5.3

プール使用料 100.6 0.6

フィットネスクラブ使用料 105.0 5.0

テーマパーク入場料 111.1 11.1

カラオケルーム使用料 108.4 8.4

月謝類 105.3 5.3

補習教育 106.5 6.5

他の娯楽サービス 101.9 1.9

工事その他のサービス 117.0 17.0

家事代行料 100.5 0.5

他の諸雑費 101.7 1.7

102.9

娯楽サービス費

その他の個人向けサービス費

対個人サービス費

道路旅客運賃

電車代

105.5

104.5

105.4

106.6
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参考図表 4 費目別・府県別支出額の変化(宿泊を伴うケース) 

 
出所：筆者作成 

 

参考図表 5 費目別・府県別支出額の変化(日帰りのケース) 

 
出所：筆者作成 
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・本レポートは信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、その正確性、完

全性を保証するものではありません。また、記載された内容は、今後予告なしに変更されること

があります。 
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(円)

福井県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県

2023年

支出費目 関西(2府8県) 福井県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県

外食費 23,716 24,938 23,489 20,994 29,692 26,798 21,281 23,467 17,522 18,546 18,360

電車代 9,201 7,810 8,235 8,014 11,600 11,113 8,661 10,783 7,876 4,492 4,133

道路旅客運賃 4,376 4,115 3,023 3,914 7,460 3,730 5,411 4,335 2,575 2,277 1,025

医療費 2,876 1,126 833 8,058 4,967 1,554 3,815 1,685 745 1,227 33

対個人サービス費 1,581 1,059 788 3,834 1,087 2,707 1,076 1,544 583 591 297

社会教育施設利用費 3,261 3,105 2,827 3,352 4,225 3,064 2,278 3,896 4,941 2,000 1,295

宿泊費 20,244 22,304 19,273 21,644 23,558 18,084 19,039 17,412 27,410 17,261 14,303

娯楽サービス費 4,787 3,684 6,706 3,811 3,115 9,998 4,043 2,813 5,275 2,212 852

その他の個人向けサービス費 2,375 1,841 1,106 5,233 3,308 2,276 1,755 1,992 1,309 1,947 885

総支出額 72,417 69,982 66,280 78,853 89,013 79,324 67,359 67,927 68,236 50,554 41,184

2023年-20年

支出費目 関西(2府8県) 福井県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県

外食費 -1,912 2,703 -5,152 -2,628 -1,688 3,184 -2,549 -1,531 -9,387 -3,755 -9,277

電車代 -825 2,223 -1,099 -2,313 -1,317 575 -2,891 211 188 -1,078 -2,960

道路旅客運賃 -575 849 500 -1,839 1,257 -823 -576 -820 -3,899 214 -1,451

医療費 -1,411 -630 -1,394 -4,939 1,571 -2,372 1,183 -1,480 -5,637 -2,106 -2,482

対個人サービス費 -757 148 276 58 -1,578 901 -1,821 -1,010 -3,102 -504 -997

社会教育施設利用費 -328 622 -483 -263 327 -280 -1,871 275 529 -278 -2,197

宿泊費 1,893 1,614 -2,361 2,397 2,193 2,630 3,964 -437 6,170 -8 -4,350

娯楽サービス費 -1,309 1,357 3,282 -2,340 -2,654 950 -363 -2,365 -6,713 -1,383 -3,535

その他の個人向けサービス費 -1,322 -1,069 -348 -3,641 -886 312 -2,049 -1,669 -2,386 -910 -1,825

総支出額 -6,546 7,818 -6,779 -15,509 -2,775 5,077 -6,974 -8,824 -24,238 -9,809 -29,073
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(円)

福井県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県

2023年

支出費目 関西(2府8県) 福井県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県

外食費 9,666 8,393 6,407 7,739 11,299 12,475 9,317 8,406 8,422 7,854 6,860

電車代 6,222 3,487 3,333 4,321 9,048 8,213 6,714 5,626 8,235 2,168 1,719

道路旅客運賃 2,416 2,265 793 2,026 1,974 3,226 2,244 2,374 5,016 2,487 844

医療費 1,238 1,100 1,024 2,500 788 1,622 1,024 444 2,869 291 78

対個人サービス費 1,701 1,000 1,348 2,681 969 3,316 864 509 2,891 433 406

社会教育施設利用費 2,184 1,924 1,810 3,622 1,899 2,376 1,780 1,711 2,478 2,851 725

宿泊費 - - - - - - - - - - -

娯楽サービス費 3,794 1,221 1,476 4,351 2,941 7,280 3,086 1,861 3,257 3,382 985

その他の個人向けサービス費 2,048 924 1,679 3,362 1,536 2,441 2,550 667 2,032 547 3,719

総支出額 29,268 20,314 17,869 30,602 30,455 40,948 27,580 21,599 35,200 20,013 15,336

2023年-20年

支出費目 関西(2府8県) 福井県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県

外食費 -1,405 1,267 -2,672 -2,269 -1,926 2,344 -2,553 -7,476 -10,718 140 360

電車代 -643 1,299 1,087 -555 -289 -128 -1,795 -4,087 -1,190 -123 -1,593

道路旅客運賃 -2,396 1,664 -2,113 -6,619 -5,227 1,145 -4,931 -4,090 -5,295 2,327 -1,406

医療費 -1,997 813 -4,124 -1,695 -2,958 226 -6,002 -2,737 -2,461 151 -119

対個人サービス費 -2,177 828 -4,174 -847 -4,788 2,396 -9,195 -3,316 -1,705 130 28

社会教育施設利用費 -1,794 66 -2,802 -2,377 -709 29 -6,043 -2,668 -5,499 1,572 -119

宿泊費 - - - - - - - - - - -

娯楽サービス費 -1,643 -575 -5,650 -339 -2,405 1,034 -3,534 -6,084 -3,586 1,196 -453

その他の個人向けサービス費 -2,776 -567 -3,661 -1,009 -2,042 234 -4,757 -18,201 -3,814 58 3,031

総支出額 -14,830 4,794 -24,110 -15,710 -20,344 7,280 -38,810 -48,659 -34,269 5,452 -270


